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令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
一
二
月
二
一
日
（
土
）
に
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
外
国
人
材
育
成
と
敬
語
・
敬
語
教
育
」
が
首
都
大
学
東
京
言
語
研
究
会
の
主
催
に
よ
り
首
都
大
学
東
京
・
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
　
こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
外
国
人
材
の
育
成
に
お
け
る
日
本
語
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
、
日
本
語
母
語
話
者
の
日
本
語
敬
語
研
究
者
と
、
か
つ
て
の
日
本
語
学
習
者
で
あ
り
現
在
は
高
等
教
育
機
関
で
日
本
語
教
育
に
携
わ
る
研
究
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
形
で
行
わ
れ
た
。
日
本
語
教
育
に
お
い
て
種
々
の
問
題
を
内
包
す
る
敬
語
の
日
本
語
の
敬
語
と
敬
語
教
育
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
検
討
す
る
と
い
う
趣
旨
で
開
催
さ
れ
た
。
　
別
掲
す
る
七
名
の
招
待
講
演
者
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
講
演
の
の
ち
、
質
疑
応
答
と
全
体
討
議
が
行
わ
れ
た
。
　
会
場
参
加
者
か
ら
、
招
待
講
演
者
に
対
し
て
「
外
国
人
日
本
語
学
習
者
と
し
て
日
本
語
の
敬
語
を
ど
う
や
っ
て
習
得
し
た
の
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
。
外
国
人
の
招
待
講
演
者
か
ら
は
、「
私
は
ま
だ
勉
強
中
な
の
で
そ
の
質
問
に
は
お
答
え
で
き
な
い
。
聞
い
て
真
似
を
す
る
。
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
」
と
か
、「
外
国
語
は
真
似
を
し
て
学
習
す
る
も
の
。
私
は
日
本
の
ド
ラ
マ
を
見
て
真
似
を
し
た
。
そ
れ
を
日
本
人
に
使
っ
て
み
た
。
私
は
日
本
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
こ
で
自
分
の
間
違
い
を
修
正
し
て
い
っ
た
」、「
い
ま
だ
に
日
本
語
の
敬
語
を
正
し
く
使
っ
て
い
る
自
信
が
な
い
。
日
本
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
と
き
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
日
本
語
の
敬
語
を
聞
い
て
勉
強
し
た
。
敬
語
の
論
文
を
見
た
り
、
他
人
の
誤
用
を
聞
い
た
り
し
て
学
習
し
た
」、「（
自
分
は
）
骨
格
に
肉
付
け
を
す
る
タ
イ
プ
の
学
習
者
だ
っ
た
」
の
よ
う
に
日
本
語
学
習
者
と
し
て
の
体
験
に
基
づ
い
た
応
答
が
な
さ
れ
た
。
　
ま
た
、日
本
語
母
語
話
者
の
招
待
講
演
者
か
ら
も
回
答
が
あ
り
、母
語
話
者
が
敬
語
を
身
に
つ
け
る
機
会
と
し
て
、「
中
学
校
の
と
き
の
人
間
関
係
、社
会
人
研
修
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
身
に
つ
け
た
」、「
子
ど
も
の
と
き
に
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
だ
。
本
で
敬
語
を
勉
強
し
た
。
実
践
的
に
は
大
学
事
務
員
と
し
て
働
い
て
い
た
経
験
が
あ
り
、
年
上
を
相
手
に
電
話
の
応
答
を
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
敬
語
を
使
う
機
会
が
多
か
っ
た
。」、「
親
が
学
校
の
教
員
だ
っ
た
の
で
親
か
ら
敬
語
を
教
え
ら
れ
た
。
社
会
人
に
な
っ
た
と
き
に
敬
語
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
に
置
か
れ
た
」
と
い
う
体
験
が
示
さ
れ
た
。
　
ま
た
、
招
待
講
演
者
の
多
く
が
、
共
通
し
て
「
お
／
ご
」
の
問
題
を
採
り
あ
げ
て
い
た
こ
と
は
偶
然
の
産
物
で
は
な
く
、
接
辞
の
「
お
／
ご
」
が
外
国
人
の
日
本
語
学
習
者
が
共
有
す
る
日
本
語
敬
語
の
学
習
上
の
困
難
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。
（
）
『
言
語
の
研
究
』
六
号
二
〇
二
〇
年
三
月
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　「
外
国
人
材
育
成
と
敬
語
・
敬
語
教
育
」
に
つ
い
て
浅
　
川
　
哲
　
也
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全
体
討
議
を
経
て
、
外
国
人
材
育
成
の
成
否
は
日
本
語
教
育
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
日
本
語
教
育
の
指
導
者
の
責
任
は
大
き
い
こ
と
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
語
教
育
の
指
導
者
は
教
科
書
・
教
材
を
用
い
て
日
本
語
の
授
業
を
す
る
の
で
、
教
科
書
・
教
材
の
責
任
は
い
っ
そ
う
重
大
で
あ
る
と
い
え
る
。
敬
語
教
育
に
限
っ
て
み
て
も
、
日
本
国
内
で
出
版
さ
れ
て
い
る
敬
語
指
南
書
、
中
国
国
内
の
日
本
語
教
科
書
、
韓
国
国
内
の
日
本
語
教
科
書
、
ロ
シ
ア
国
内
の
日
本
語
教
科
書
、
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
の
あ
る
こ
と
が
招
待
講
演
を
通
じ
て
具
体
的
に
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
　
万
能
で
完
璧
な
日
本
語
教
科
書
は
存
在
す
る
は
ず
も
な
い
が
、
日
本
語
の
敬
語
に
特
化
し
て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
を
克
服
で
き
る
日
本
語
教
育
の
教
科
書
は
、
日
本
語
母
語
話
者
と
日
本
語
学
習
者
の
経
験
を
有
す
る
指
導
者
の
協
力
が
あ
れ
ば
、
開
発
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。
首
都
大
学
東
京
言
語
研
究
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
敬
語
教
科
書
の
開
発
を
目
標
と
し
て
い
き
た
い
と
い
う
認
識
を
共
有
し
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
閉
会
と
し
た
。
　
本
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
七
本
の
論
文
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
招
待
講
演
の
内
容
を
活
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
二
〇
一
九
年
度 
首
都
大
学
東
京 
傾
斜
的
研
究
費
（
全
学
分
）
学
長
裁
量
枠
（
研
究
環
）」（
研
究
課
題
「
外
国
人
材
育
成
の
た
め
の
敬
語
教
材
の
開
発
と
研
究
」、
研
究
代
表
者
：
浅
川
哲
也
）
の
支
援
を
頂
い
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
外
国
人
材
育
成
と
敬
語
・
敬
語
教
育
」
１
．
日
程　
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
一
日
（
土
）
一
三
：
三
〇
〜
一
六
：
五
〇
２
．
場
所　
首
都
大
学
東
京　
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
・
１
号
館
一
二
〇
教
室
３
．
次
第
一
三
：
三
〇
〜
一
三
：
五
五
　
趣
旨
説
明
・
外
国
人
材
育
成
に
お
け
る
敬
語
教
育
の
意
義
と
そ
の
問
題
点
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
浅
川　
哲
也
（
首
都
大
学
東
京
）
一
三
：
五
五
〜
一
四
：
二
〇
　
敬
語
指
南
書
に
み
ら
れ
る
敬
語
解
説
の
問
題
点
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
竹
部　
歩
美
（
静
岡
県
立
大
学
）
一
四
：
二
〇
〜
一
四
：
四
五
　
敬
語
学
習
の
ど
こ
が
学
習
者
に
と
っ
て
難
し
い
の
か　
─
学
習
者
自
ら
の
振
り
返
り
を
通
し
て
─
…
…
…
劉　
　
志
偉
（
埼
玉
大
学
）
　
「
お
・
ご
〜
お
き
下
さ
い
」
を
ど
う
教
え
る
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
井
上　
直
美
（
埼
玉
大
学
大
学
院
生
）
一
四
：
四
五
〜
一
四
：
五
五　
　
休
憩
（
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
回
収
）
一
四
：
五
五
〜
一
五
：
二
〇
　
中
国
語
を
母
語
と
す
る
日
本
語
学
習
者
に
対
す
る
敬
語
教
育
の
問
題　
─
学
習
者
の
立
場
か
ら
─
…
…
…
馬　
　
　
雲
（
中
国
・
江
西
農
業
大
学
）
一
五
：
二
〇
〜
一
五
：
四
五
　
韓
国
の
日
本
語
の
教
科
書
に
お
け
る
敬
語
の
問
題
に
つ
い
て　
─
初
級
の
教
科
書
を
対
象
に
─
…
…
…
…
李　
　
譞
珍
（
韓
国
・
嶺
南
大
学
校
）
一
五
：
四
五
〜
一
六
：
一
〇
　
ロ
シ
ア
の
日
本
語
教
科
書
に
お
け
る
待
遇
表
現
に
関
す
る
一
考
察
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
グ
リ
ブ　
デ
ィ
ー
ナ
（
名
古
屋
大
学
）
一
六
：
一
〇
〜
一
六
：
二
〇　
　
休
憩
（
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
回
収
）
一
六
：
二
〇
〜
一
六
：
五
〇　
　
全
体
討
議
・
質
疑
応
答
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【国際シンポジウム　開式】
【国際シンポジウム　全体討議・質疑応答】
